
気候情報

2018年の大雨

平成30年７月豪雨の影響で西日本を中心に記録的な雨，

相次ぐ台風により各地で暴風雨

１．概要

平成30年の梅雨入りは沖縄地方と奄美地方で平年よ

りかなり遅く，九州南部で遅かった．奄美地方の梅雨

入りは５月27日ごろで，1951年の統計開始以降最も遅

かった．その他の地方は平年並か早かった．梅雨明け

は平年より早い地方が多く，中国地方から東北南部に

かけてはかなり早かった．関東甲信地方の梅雨明けは

６月29日ごろで，1951年の統計開始以降最も早かっ

た．

６月下旬から７月上旬にかけては，日本付近に停滞

した梅雨前線や台風等の影響で，各地で大雨となっ

た．特に，６月28日から７月10日にかけては，西日本

を中心に広い範囲で記録的な大雨となり，甚大な被害

が発生した（平成30年７月豪雨）．

９月３日から５日にかけては，台風第21号の影響

で，四国地方から東海地方を中心に暴風雨となり，特

に大阪湾において記録的な高潮となり，浸水等の被害

が発生した．

９月28日から10月１日にかけては，台風第24号の影

響で広い範囲で暴風雨となり，関東地方では塩害によ

る停電で鉄道の運休が発生した．

２．主な大雨

ここでは，人的被害や社会活動に影響をもたらした

大雨について，気象と災害の状況をまとめた．被害状

況については，主に気象庁がとりまとめた資料による

が，一部，内閣府等発表の資料も使用した．また，人

的被害の数には風等を原因とするものも含まれる．な

お，風速や降水量などの観測値を記載する際の観測地

点名は，都道府県名，市町村名とした．

(1)３月８日～３月９日：東日本から北日本（大雨，

融雪）＜低気圧，前線＞

３月８日から９日は，前線を伴った低気圧が西日本

から北日本を北東に進んだ影響で全国的に雨となり，

西日本から北日本の太平洋側では一部で大雨となっ

た．

この影響で，東日本から北日本で大雨や融雪による

土砂災害や浸水害が発生し，死者１名の人的被害のほ

か，交通障害や停電，家屋の浸水が発生した．（被害

の状況は気象庁調べ）

(2)４月24日～４月25日：西日本から東日本（大雨，

暴風）＜低気圧，前線＞

４月24日から25日は，前線を伴った低気圧が東シナ

海から三陸沖まで進んだ影響で全国的に雨となり，四

国地方の多いところで日降水量が200mmを超えるな

ど，西日本から東日本の各地で日降水量100mmを超

える大雨となった．また，最大風速が北海道えりも町

で25.5m/s，和歌山県和歌山市で20.6m/sとなるな

ど，西日本から北日本では非常に強い風を観測したと

ころがあった．

この影響で，西日本から東日本では，暴風による負

傷者１名の人的被害のほか，土砂災害による通行止め

等の交通障害が発生した．（被害の状況は気象庁調べ）

(3)５月17日～５月19日：東日本から北日本（大雨，

暴風，高波）＜低気圧，前線＞

５月17日から19日は，前線が北日本から本州の南ま

で南下した影響で，西日本から北日本にかけて雨とな

り，18日頃に前線上の低気圧が北日本付近に停滞した

ため，東北地方では多いところで日降水量200mmを

超える大雨となった．また，北海道では非常に強い風

を観測したところがあった．

この影響で，東日本から北日本では，高波による漁

船の転覆や河川の増水による行方不明者２名，強風に

よる負傷者８名のほか，土砂災害や浸水害による住家

被害や交通障害等が発生した．（被害の状況は気象庁

調べ）
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(4)５月20日～7月10日：全国（大雨，暴風，高波，

突風）＜梅雨前線，台風第５号，第６号，第７

号，第８号＞

※平成30年７月豪雨を含む梅雨期一連の大雨等

平成30年５月20日から７月10日にかけて，梅雨前線

が沖縄・奄美から本州付近に停滞し，断続的に活動が

活発となった．この間，６月10日から11日にかけて台

風第５号が，６月15日から17日にかけて台風第６号

が，７月１日から４日にかけて台風第７号が，７月10

日から11日にかけて台風第８号が日本に接近した．こ

れらの台風や前線等の影響により，各地で大雨，暴風

となった．

期間中において特に，６月28日から７月８日にかけ

て，日本付近に停滞した梅雨前線や台風第７号の影響

で暖かく非常に湿った空気が継続して流れ込み，総降

水量が多いところで1800

mmを超えるなど，西日本

を中心に広い範囲で記録的

な大雨となった（平成30年

７月豪雨）．この大雨によ

る河川の氾濫，土砂災害等

で，死者は237名，行方不

明者は８名に及び，平成に

入って最悪の人的被害と

なったほか，家屋の全半壊

は約18,000棟，浸水家屋は

約30,000棟に達した．（被

害の状況は，平成31年１月

９日の内閣府とりまとめに

よる）

※以下，期間内に特に顕著

な雨となった期間の気象概

況を記載

（4-1）６月14日から６月18

日

６月14日から18日にかけ

て梅雨前線は日本の南付近

に停滞した．この間，14日

から16日にかけて前線上の

低気圧が日本の南海上を通

過し，15日から18日にかけ

ては，台風第６号及び台風

から変わった低気圧が沖縄

付近から日本の南海上を通

過した．これらの影響で，沖縄・奄美及び西日本から

東日本の太平洋側を中心に雨となり，沖縄・奄美や伊

豆諸島で日降水量が100mmを超える大雨となった．

風については，沖縄・奄美や伊豆諸島で非常に強い風

を観測したところがあった．

（4-2）６月19日から６月22日

６月19日から22日にかけて，梅雨前線が本州南岸付

近に停滞し，その間，前線上を低気圧が東に進んだ．

この影響で，奄美地方の多いところで日降水量300

mmを超える大雨となったほか，西日本から東日本の

太平洋側を中心に，各地で日降水量100mmを超える

大雨となった．

（4-3）６月26日から６月27日

６月26日から27日にかけて，低気圧が渤海から日本

海を通って千島近海へ進み，低気圧からのびる梅雨前

2019年５月

第１図 総降水量分布図（期間：６月28日～７月８日)
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線は日本海南部へと南下した．この影響で全国的に雨

となり，北海道地方や東北地方を中心に多いところで

日降水量100mmを超える大雨となった．

（4-4）６月28日から７月８日（平成30年７月豪雨）

６月28日以降，華中から日本海を通って北日本に停

滞していた前線は７月４日にかけ北海道付近に北上し

た後，７月５日には西日本まで南下してその後停滞し

た．また，６月29日に日本の南で発生した台風第７号

は東シナ海を北上し，対馬海峡付近で進路を北東に変

えた後，７月４日15時に日本海で温帯低気圧に変わっ

た．前線や台風第７号の影響により，日本付近に暖か

く非常に湿った空気が供給され続け，西日本を中心に

全国的に広い範囲で記録的な大雨となった．

６月28日から７月８日までの総降水量が四国地方で

1800mm，東海地方で1200mmを超えるところがある

など，７月の月降水量平年値の２～４倍となる大雨と

なったところがあった．ま

た，九州北部，四国，中

国，近畿，東海，北海道地

方の多くの観測地点で24，

48，72時間降水量の値が観

測史上第１位となるなど，

広い範囲における長時間の

記録的な大雨となった．

この期間中の風について

は，台風第７号の影響で，

沖縄・奄美及び西日本や北

日本で非常に強い風を観測

したところがあった．

(5)７月28日～８月16日：

全国（大雨，暴風，高

波）＜台風第12号，第

13号，第14号，第15

号，第18号，前線＞

７月28日から８月16日に

かけて，相次ぐ台風や前線

の影響で断続的に大気の状

態が不安定となり，全国各

地で大雨となった．台風第

12号は７月29日に西日本に

上陸し，台風第13号は８月

８日から10日にかけて関東

地方から東北地方に接近

し，台風第14号は10日から12日にかけて沖縄・奄美に

接近し，台風第15号は15日に九州に上陸し，台風第18

号は15日に沖縄・奄美に接近した．また，８月５日か

ら６日は，北日本に前線が停滞した影響で，北日本で

は一部で大雨となった．

これらの台風等の影響で，西日本から北日本の広い

範囲で，多数の住家被害や交通障害，停電等が発生し

た．特に，台風第12号により，東日本の太平洋側を中

心に，負傷者33名の人的被害のほか，多数の住家被害

や交通障害が発生した．また，８月15日から16日にか

けては，台風第15号，第18号，前線等の影響で，東日

本や東北地方を中心に，死者・行方不明者２名，負傷

者２名の人的被害のほか，土砂災害や家屋の浸水，交

通障害等が発生した．（被害の状況は，気象庁及び，

平成31年１月９日の消防庁とりまとめ，平成30年８月

１日の国土交通省とりまとめによる）

第２図 総降水量分布図（期間：８月20日～８月25日)

2018年の大雨
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※以下，期間内に特に顕著な雨となった期間の気象概

況を記載

（5-1）７月28日から７月29日

台風第12号は，７月28日から29日にかけて，伊豆諸

島の東から本州南岸を西に進み，29日01時頃に三重県

伊勢市付近に上陸し，29日18時前に福岡県豊前市付近

に再上陸した．その後，台風は次第に進路を南に変

え，29日23時頃に島原半島を通過した後，東シナ海へ

と進んだ．

台風の影響で，西日本から東日本の太平洋側を中心

に雨となり，関東地方では多いところで日降水量200

mmを超える大雨となった．風については，東海地方

や伊豆諸島で猛烈な風を観測したところがあった．

（5-2）８月15日から８月16日

８月15日から16日は，北日本に停滞する前線上に低

気圧が発生し，発達しなが

ら東に進んだ．また，台風

第15号が15日02時30分頃に

宮崎県に上陸し，対馬近海

で熱帯低気圧となった．さ

らに，台風第18号が，東シ

ナ海を北西に進んだ．これ

らの影響で全国的に雨や雷

雨となり，沖縄・奄美及び

西日本の太平洋側，北陸地

方から北日本の日本海側の

各地で日降水量100mmを

超える大雨となったほか，

奄美地方や北海道では非常

に強い風を観測したところ

があった．

(6)８月20日～９月５日：

西日本から北日本（大

雨，暴 風，高 波，高

潮，突風）＜台風第19

号，第20号，第21号，

前線＞

８月20日から９月５日に

かけて，日本の東海上に中

心を持つ高気圧の縁を回っ

て暖かく湿った空気が入り

やすい気圧配置が続き，前

線の活動が活発となった．

また，この期間中に，台風第19号，第20号，第21号が

日本に接近・上陸した．これらの影響により各地で大

雨，暴風となった．

これらの台風等の影響で，西日本から北日本の広い

範囲で，多数の住家被害や交通障害，停電等が発生し

た．特に，台風第19号，第20号の影響で，西日本や東

海地方を中心に，負傷者35名の人的被害のほか，多数

の住家被害や交通障害が発生した．更に，台風第21号

の影響で，西日本を中心に死者14名の人的被害が生じ

たほか，暴風によりタンカーが関西国際空港連絡橋に

衝突する事故や，高潮及び高波により関西国際空港の

滑走路や兵庫県芦屋市等の住宅地で浸水被害が発生す

るなど，大阪湾において広範囲に被害をもたらした．

（被害の状況は，平成31年２月12日の消防庁とりまと

め，平成30年８月24日の内閣府とりまとめ，平成30年

第３図 総降水量分布図（期間：９月３日～９月５日)
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10月２日の内閣府とりまとめ，平成30年12月18日の大

阪湾港湾等における高潮対策検討委員会資料による）

※以下，期間内に特に顕著な雨となった期間の気象概

況を記載

（6-1）８月20日から８月25日

台風第19号は，８月21日から22日にかけて非常に強

い勢力で奄美大島付近から九州の西海上を北西に進ん

だ後，23日には黄海で北東に進路を変え朝鮮半島を横

断し，その後，日本海に進み，25日03時に温帯低気圧

に変わった．また，台風第20号は，強い勢力を保った

まま23日21時頃に徳島県南部に上陸，23日23時30分頃

に兵庫県姫路市付近に再上陸し，近畿地方を縦断し

た．その後日本海を北上し，24日21時に日本海北部で

温帯低気圧に変わった．

２つの台風の影響で，８月20日から25日までの期間

降水量は高知県馬路村で694.5mm，三重県大台町で

689.0mmを観測するなど，四国地方から東海地方を

中心に大雨となった．また，同期間での最大風速は，

和歌山県和歌山市で41.9m/s，高知県室戸市では39.6

m/sを観測するなど，四国地方や近畿地方を中心に

猛烈な風を観測したところがあった．

（6-2）９月３日から９月５日

台風第21号は，４日12時前に非常に強い勢力で徳島

県南部に上陸した後，同日14時前，兵庫県神戸市付近

に再上陸した．その後，速度を上げながら近畿地方を

縦断した後，日本海沿岸を北上して５日09時に沿海州

の沿岸で温帯低気圧に変わった．

台風の接近・通過の影響で，９月３日から９月５日

までの期間降水量は，愛知県豊根村で378.5mm，高

知県馬路村では328.5mmを観測するなど，四国地方

から東海地方を中心に大雨

となった．風については，

大阪府田尻町（関西空港）

で最大風速46.5m/s，最大

瞬間風速58.1m/sとなる

など四国地方や近畿地方を

中心に猛烈な風を観測し，

観測史上第１位を記録した

ところがあった．高潮につ

いては，大阪府大阪市で最

高潮位329cmなど，過去

の最高潮位を超える値を観

測したところがあった．

(7)９月28日～10月１日：

全国（大雨，暴風，高

波，突風）＜台風第24

号，前線＞

９月21日にマリアナ諸島

近海で発生した台風第24号

は，沖縄の南を北西に進

み，９月28日から30日明け

方にかけて，非常に強い勢

力で沖縄地方に接近した

後，北東に向きを変え，急

速に加速しながら，30日20

時頃に和歌山県田辺市付近

に上陸した．その後，東日

本から北日本を縦断し，10第４図 総降水量分布図（期間：９月28日～10月１日)

2018年の大雨

〝天気"66．5．

386

 

44



月１日09時に日本の東で温帯低気圧に変わった．

台風第24号の接近・通過に伴い，広い範囲で暴風，

大雨，高波，高潮となった．雨については，９月28日

から10月１日までの総降水量が九州地方及び四国地方

や東海地方で400mmを超えたところや９月の月降水

量平年値を超えたところがあった．風については，鹿

児島県奄美市で最大風速40.0m/s，最大瞬間風速52.5

m/sとなるなど，南西諸島及び西日本・東日本の太

平洋側を中心に猛烈な風を観測し，観測史上第１位を

記録したところがあった．高潮については，和歌山県

串本町で最高潮位254cmなど，過去の最高潮位を超

える値を観測したところがあった．

この台風によって死者４名の人的被害が生じたほ

か，南西諸島及び西日本から東北地方の広い範囲で住

家被害が生じ，10,000棟を超える被害となった．ま

た，海水の塩分を含んだ暴風により塩害が発生し，各

地で農地の被害が生じたほか，関東地方では塩害によ

る停電で鉄道の運休が発生した．（被害の状況は，平

成31年２月12日の消防庁とりまとめ，平成30年10月２

日の内閣府とりまとめによる）

(8)10月３日～10月７日：沖縄・奄美及び西日本，北

日本（大雨，暴風，高波）＜台風第25号，前線＞

台風第25号は，10月４日から５日にかけて南西諸島

に接近した後，東シナ海を北上した．台風は大型のま

ま，６日には対馬海峡を経て日本海を北東に進み，６

日21時に同海域にて温帯低気圧となり，その後東に進

み，８日03時に日本のはるか東海上にて消滅した．

台風第25号や台風から変わった温帯低気圧の接近・

通過に伴い，沖縄地方や東北地方で猛烈な風を観測し

たところがあったほか，西日本から北日本にかけて非

常に強い風を観測したところがあった．また，台風か

らの湿った空気の影響で，西日本の太平洋側では日降

水量が300mmを超える大雨となったところがあった．

この台風によって死者１名，負傷者27名の人的被害

が生じたほか，沖縄・奄美及び西日本や北日本では住

家の一部損壊が166件発生した．（被害の状況は，平成

31年２月12日の消防庁とりまとめによる）

気候情報

2018年の台風

発生数は29個，日本への接近数は16個で，そのうち５個が上陸し，

いずれも平年を上回った．

１．概要

台風の発生数は平年より多い29個（平年値25.6個）

であった．８月には９個の台風が発生し，台風の統計

を開始した1951年以降，８月の発生数としては1960年

と1966年の10個に次ぐ３位タイの多さとなった．

日本への台風の接近数は平年より多い16個（平年値

11.4個）であった．また，本土（北海道・本州・四

国・九州）および沖縄・奄美への接近数はそれぞれ10

個と13個で，ともに２位の多さであった．

日本への台風の上陸数は平年値2.7個より多い５個

（第12号，第15号，第20号，第21号，第24号）であった．

第１表に台風の発生数，上陸数，接近数を，第２表

に発生した台風の一覧を示す．

２．日本に影響を及ぼした主な台風

日本に影響した台風（本稿では台風の中心が日本か

ら概ね500kmに入った場合とする）のうち，主な台

風について以下に概要を示す．また，時刻について

は，全て日本時で表記した．第３表に日本に影響した

台風の一覧，第１図にその経路図を示す．

(1)台風第５号（1805MALIKSIマリクシ）

６月４日03時にフィリピンの東海上で発生した熱帯

低気圧は，北へ進んだ後，北西へ進み，８日03時に同
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海域で台風第５号となった．台風は進路を次第に北東

へ変化させ，10日09時に沖縄本島の南東で勢力が最大

となった．台風は進路を北東に保ったまま徐々に勢力

を弱め，12日03時に本州の東で温帯低気圧となり，そ

の後進路を東に変え，13日09時に日本のはるか東で消

滅した．

(2)台風第６号（1806GAEMIケーミー）

６月13日21時に南シナ海で発生した熱帯低気圧は東

へ進んだ後，15日09時に台湾海峡付近で台風第６号と

なり，その後すぐに台湾に上陸した．台風は東北東へ

と進路を変え，16日15時に沖縄本島付近で勢力が最大

となった．台風は進路を東北東に保ったまま，17日09

時に九州の南で温帯低気圧となり，その後徐々に進路

を北東に変化させた後，22日03時に日本のはるか東で

消滅した．

(3)台風第７号（1807PRAPIROONプラピルーン）

６月28日09時にフィリピンの東海上で発生した熱帯

低気圧は西に進んだ後，29日09時に沖縄本島の南南東

海上にて台風第７号となり，北西へと進路を変えた．

台風は次第に北東へと進路を変え，７月３日03時に沖

縄本島付近にて勢力が最大となった．台風は進路を北

東に保ちながら，次第に勢力を弱め，４日15時に日本

海にて温帯低気圧となり，翌日５日21時に北日本付近

にて消滅した．

(4)台風第８号（1808MARIAマリア）

７月３日09時にマリアナ諸島近海で発生した熱帯低

気圧は北西へ進みながら，４日21時に同海域で台風第

８号となり，９日09時にフィリピンの北東海上にて勢

力が最大となった．台風は11日09時過ぎに華南へ上陸

し，12日03時に華中にて熱帯低気圧となり，13日09時

に同地域にて消滅した．

(5)台風第10号（1810AMPILアンピル）

７月17日21時にフィリピンの東海上で発生した熱帯

低気圧は東北東へと進み，18日21時に同海域にて台風

第10号となった．台風は次第に北西へと進路を変え，

20日03時に沖縄本島の南東海上にて勢力が最大となっ

た．台風は北西の進路を保ったまま，21日08時過ぎに

沖縄本島を通過し，東シナ海を北西に進んだ後，華中

に上陸し，23日21時に黄河下流付近にて熱帯低気圧と

なった．次第に北東へと進路を変えた後，25日09時に

中国東北区付近にて温帯低気圧に変わり，26日21時に

沿海州付近にて消滅した．

(6)台風第12号（1812JONGDARIジョンダリ）

７月24日03時にフィリピンの東海上にて発生した熱

帯低気圧は北に進み，24日21時に同海域にて台風第12

号となった．台風は進路を次第に北東へ変えた後，27

日09時に小笠原諸島の南にて勢力が最大となった．台

風は次第に反時計回りに進んだ後，29日01時頃に三重

県伊勢市付近に上陸し，西日本を西に進み，29日18時

第１表 平成30年（2018年）の台風発生数，日本への上陸数 ，日本への接近数 と平年値及び平成29年（2017年）
との比較．

項目 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年間

発生数 0.3 0.1 0.3 0.6 1.1 1.7 3.6 5.9 4.8 3.6 2.3 1.2 25.6

平年値 上陸数 0.0 0.2 0.5 0.9 0.8 0.2 0.0 2.7

接近数 0.2 0.6 0.8 2.1 3.4 2.9 1.5 0.6 0.1 11.4

発生数 1 1 8 5 4 3 3 2 27
平成29年
(2017年)

上陸数 1 1 1 1 4

接近数 4 2 2 2 8

発生数 1 1 1 4 5 9 4 1 3 29
平成30年
(2018年)

上陸数 1 2 2 5

接近数 2 4 7 2 2 1 16

(注)・平年値は，昭和56年（1981年)～平成22年（2010年）の30年平均．
・日本への接近は２か月にまたがる場合があり，各月の接近数の合計と年間の接近数とは必ずしも一致
しない．

上陸 台風の中心が北海道，本州，四国，九州の海岸線に達した場合をいう．小さい島や半島を横切って短
時間で再び海に出る場合は通過とする．

接近 台風の中心が，国内のいずれかの気象官署等から300km以内に入った場合をいう．

〝天気"66．5．
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起
時
は
，
最
低
（
大
）
と
な
っ
た
最
後
の
時
刻
で
あ
る
．

(但
し
，
風
速
は
ノ
ッ
ト
で
解
析
し
，
５
m
/ s
単
位
に
換
算
，
強
風
半
径
は
海
里
で
解
析
し
，
10
k
m
単
位
に
換
算
し
て
い
る
た
め
，
必
ず
し
も
こ
れ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
事
が
あ
る
．)

強
風
域
と
は
，
台
風
の
周
辺
で
平
均
風
速
が
お
お
む
ね
15
m
/ s
以
上
の
領
域
．

種
類
欄
の
「
T
D
」
は
熱
帯
低
気
圧
，「

L
」
は
温
帯
低
気
圧
を
表
す
．

域
外
と
は
，
日
付
変
更
線
（
東
経
18
0 °
）
よ
り
東
側
，
東
経
10
0 °
よ
り
西
側
，
又
は
北
緯
60
°よ
り
北
側
の
領
域
．

台
風
第
１
号
の
「
熱
帯
低
気
圧
の
発
生
日
時
」
は
20
17
年
12
月
30
日
03
時
．
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第３表 平成30年（2018年）に日本に影響した台風の概要表（熱帯低気圧，温帯低気圧の期間は除く)．

台風
番号

日本への影響
（台風の中心が日本から概ね500km以内
に入った場合）

月 日

始 終
地 域

日本への接近
（台風の中心が日本から概ね300km以内
に入った場合）

月 日

始 終
地 域

上陸，通過

5 6/9 6/11 沖縄・奄美，九州南部，
近畿地方，東海地方，伊
豆諸島，小笠原諸島，関
東甲信地方，東北地方

6/10 6/11 沖縄地方，伊豆諸島，小
笠原諸島，関東甲信地方

上陸または通過せず．

6 6/15 6/17 沖縄・奄美，九州南部，
九州北部地方，四国地方

6/15 6/17 沖縄・奄美，九州南部 上陸または通過せず．

7 6/30 7/4 沖縄・奄美，西日本，東
海地方，関東甲信地方，
北陸地方，東北地方

7/1 7/4 沖縄・奄美，西日本，北
陸地方

上陸または通過せず．

8 7/9 7/11 沖縄・奄美 7/10 7/11 沖縄地方 上陸または通過せず．

10 7/19 7/22 沖縄・奄美，九州南部 7/20 7/21 沖縄・奄美 21日08時過ぎ，沖縄県沖縄
本島を通過した．

12 7/26 8/2 沖縄・奄美，西日本，東
日本，東北地方

7/27 8/2 沖縄・奄美，西日本，東
日本

29日01時頃，三重県伊勢市
付近に上陸した．
29日18時前，福岡県豊前市
付近に再上陸した．
29日23時頃，長崎県島原半
島を通過した．

13 8/6 8/10 近畿地方，東日本，北日
本

8/8 8/10 東日本，東北地方 上陸または通過せず．

14 8/10 8/13 沖縄・奄美 8/10 8/12 沖縄・奄美 上陸または通過せず．

15 8/12 8/15 奄美地方，西日本，東海
地方，伊豆諸島，小笠原
諸島

8/14 8/15 九州南部，九州北部地方，
四国地方，中国地方

15日２時半頃，宮崎県日向
市付近に上陸した．

18 8/15 8/16 沖縄・奄美，九州南部，
九州北部地方

8/15 8/15 沖縄・奄美 上陸または通過せず．

19 8/17 8/25 沖縄・奄美，九州南部，
九州北部地方，中国地方，
伊豆諸島，小笠原諸島，
北陸地方

8/21 8/24 沖縄・奄美，九州南部，
九州北部地方

上陸または通過せず．

20 8/22 8/24 西日本，東日本，北日本 8/23 8/24 西日本，東海地方，関東
甲信地方，北陸地方，北
日本

23日21時頃，徳島県南部に
上陸した．
23日23時半頃，兵庫県姫路
市付近に再上陸した．

21 9/2 9/5 沖縄・奄美，西日本，東
日本，北日本

9/3 9/5 沖縄地方，西日本，東海
地方，関東甲信地方，北
陸地方，北日本

４日12時前，徳島県南部に
上陸した．
４日14時前，兵庫県神戸市
付近に再上陸した．

24 9/27 10/1 沖縄・奄美，西日本，東
日本，北日本

9/28 10/1 沖縄・奄美，西日本，東
日本，北日本

30日20時頃，和歌山県田辺
市付近に上陸した．

25 10/3 10/6 沖縄・奄美，西日本，東
海地方，北陸地方

10/4 10/6 沖縄・奄美，九州北部地
方，中国地方

上陸または通過せず．

28 11/27 11/27 沖縄地方 11/27 11/27 沖縄地方 上陸または通過せず．

台風の中心がそれぞれの地域のいずれかの気象官署等から500km以内に入った場合を「日本に影響した台風」とした．
台風の中心がそれぞれの地域のいずれかの気象官署等から300km以内に入った場合を「日本に接近した台風」とした．

〝天気"66．5．
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前に福岡県豊前市付近に再上陸した．台風は次第に進

路を南に変え，29日23時頃に島原半島を通過した後，

東シナ海へと進んだ．その後台風は屋久島付近を反時

計回りに回り，東シナ海で再度反時計回りに回った

後，西へ進んだ．台風は８月３日09時に華中に上陸す

るのとほぼ同時に熱帯低気圧に変わり，５日03時に同

地域にて消滅した．

(7)台風第13号（1813SHANSHANサンサン）

８月２日15時に南鳥島の南西海上で発生した熱帯低

気圧は北北西に進み，３日09時にマリアナ諸島の東海

上で台風第13号となり，５日03時に南鳥島周辺で勢力

が最大となった．台風は日本の東海上で次第に進路を

北に変え，勢力を弱めながら茨城県東岸を通過した

後，北東へ加速し，10日15時に温帯低気圧となり，11

日21時に消滅した．

(8)台風第14号（1814YAGIヤギ）

８月６日09時にフィリピンの東海上で発生した熱帯

低気圧は西へ進み，８日09時に同海域にて台風第14号

となった後，進路を鋭く北東に変え，その後北西に進

み，その後西へ進んだ．台風は11日21時に宮古島の東

で勢力が最大となり，北西へ進路を保ちながら，12日

21時過ぎに華中に上陸し，13日09時に華中にて熱帯低

気圧となった．その後北へ進路を変え，15日15時に渤

海にて温帯低気圧となり，16日15時に華北にて消滅し

た．

(9)台風第15号（1815LEEPIリーピ）

８月10日21時にマリアナ諸島の西海上で発生した熱

帯低気圧は北西に進み，11日21時に同海域にて台風第

15号となった．台風は進路を北西に保ったまま，13日

15時に小笠原諸島の西海上にて勢力が最大となり，15

日02時半頃宮崎県日向市付近に上陸し，15日09時に対

馬海峡にて熱帯低気圧となった．その後次第に進路を

北に変え，16日03時に日本海にて消滅した．

第１図 平成30年（2018年）に日本に影響を及ぼした台風の経路図
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(10)台風第18号（1818RUMBIAルンビア）

８月14日09時に沖縄の南にて発生した熱帯低気圧は

北北西へ進み，東シナ海に進み，15日15時に沖縄本島

の北西で台風第18号となった．西北西へと進路を変え

た後，台風は16日21時に東シナ海にて勢力が最大に

なった．進路を西北西に保ったまま，台風は17日朝ま

でに華中に上陸し，18日09時に同地域にて熱帯低気圧

となり，徐々に東北東へ進路を変えた後，20日03時に

黄河下流付近で消滅した．

(11)台風第19号（1819SOULIKソーリック）

８月15日15時にグアム島の南にて発生した熱帯低気

圧は，16日09時にグアム島の北西にて台風第19号とな

り，北北西に進んだ．その後西北西に進路を鋭く変

え，台風は21日03時に南大東島の北東にて勢力が最大

になった．台風は東シナ海に進んだ後徐々に勢力を弱

め，済州島の西にて北東へ進路を変え，23日遅くに朝

鮮半島に上陸し，日本海へ進み，北東へ進路を保った

まま，25日03時に同海域にて温帯低気圧となった．東

へと進路を変えた後，北へ進路を変え，30日15時前に

ベーリング海にて東経180度を越えた．

(12)台風第20号（1820CIMARONシマロン）

８月16日21時にマーシャル諸島近海で発生した熱帯

低気圧は西北西に進み，18日21時にチューク諸島の北

海上にて台風第20号となった．徐々に北西へ進路を変

え，台風は22日15時に小笠原諸島の西海上にて勢力が

最大となった．北へ進路を変えた後，台風は23日21時

頃，徳島県南部に上陸し，同日23時半頃，兵庫県姫路

市付近に再上陸した．北北東へ進路を変えた後，台風

は勢力を弱め，24日21時に日本海にて温帯低気圧とな

り，25日03時に同海域にて消滅した．

(13)台風第21号（1821JEBIチェービー）

８月27日03時にマーシャル諸島近海で発生した熱帯

低気圧は北西に進み，28日03時に同海域にて台風第21

号となり，次第に西へ進路を変えた．台風は西に進路

を保ったまま，31日09時にマリアナ諸島の西海上にて

勢力が最大となった．台風は北西に進路を変えた後，

徐々に勢力を弱め，北北東に進路を変えた．台風は非

常に強い勢力を保ったまま，９月４日12時前，徳島県

南部に上陸し，４日14時前，兵庫県神戸市付近に再上

陸し，本州を通過し日本海へ進んだ．台風は北北西に

進路を変え，５日09時に沿海州の沿岸にて温帯低気圧

となり，５日昼前にロシアの海岸線を越えた後，北へ

蛇行し，７日15時に北緯60度を越えた．

(14)台風第24号（1824TRAMIチャーミー）

９月20日15時にマリアナ諸島近海で発生した熱帯低

気圧は北西に進み，21日15時に同海域にて台風第24号

となった．台風は西北西に進んだ後，25日03時にフィ

リピンの東海上にて勢力が最大となった．その後台風

は，沖縄の南海上で減速して北へ進み，徐々に北東へ

向かって加速し，30日20時頃，和歌山県田辺市付近に

上陸した．台風は10月１日09時に日本の東海上にて温

帯低気圧となり，４日03時前にベーリング海にて東経

180度を越えた．

(15)台風第25号（1825KONG-REYコンレイ）

９月28日09時にチューク諸島の西海上で発生した熱

帯低気圧は北西に進み，29日15時にグアム島の南西海

上にて台風第25号となり，10月１日21時にフィリピン

の東海上にて勢力が最大となった．台風は北西に進路

を保ったまま，沖縄本島と宮古島の間の海上を通過し

た後，東シナ海において北に進路を変え，その後北東

に進路を変え，朝鮮半島を通過し，日本海へ進んだ．

台風は６日21時に同海域にて温帯低気圧となり，その

後東に進み，８日03時に日本のはるか東海上にて消滅

した．

(16)台風第28号（1828MAN-YIマンニィ）

11月20日21時にチューク諸島近海で発生した熱帯低

気圧は北西に進み，21日03時に同海域にて台風第28号

となり，次第に西北西へ加速した．台風は北へ進路を

変え減速した後，ほとんど停滞して，24日21時に沖ノ

鳥島近海にて勢力が最大となった．台風はその後同海

域で12時間最大勢力を保った後，北西へ進み急速に勢

力を弱め，26日21時に南大東島の南海上にて熱帯低気

圧となり北へ進み，同海域にて27日09時に再び台風と

なり，同日15時に再び熱帯低気圧となった．熱帯低気

圧は北東へ加速し，28日15時に父島の西海上にて温帯

低気圧となり，進路を北東に保ったまま，30日21時に

東経180度を越えた．
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